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 [授業の概要・目的]
　東アジアで制作された仏教美術の遺品から重要な作例を取り上げて、関連する諸資料を参照しつ
つ意味内容を読み解き、派生する問題に検討を加える。考察にあたっては「仏教美術が宗教美術で
あること」「東アジアにとって仏教が外来宗教であること」に特に留意し、最新の研究成果を反映
して、造形作品や視覚イメージの生成・伝播等の実態を構造的に把握することをめざす。

 [到達目標]
　近年の東アジア仏教美術研究における主要な論点について理解を深め、考察を行うための足がか
りを得る。 

 [授業計画と内容]
　本年度後期は、祖師及び羅漢を扱った遺品（主に唐宋時代）に注目し、重要作例数件の読解を起
点として、派生する諸問題に検討を加える。各項目には【　】に示した週数を充当する。講義の順
序は固定したものではなく、担当者の講義方針と受講者の背景や理解の状況に応じ、講義担当者が
定める。 
１．本講義の視点と問題意識【１～２週】 
２．唐宋時代の高僧像とその仏教美術史上の意義【４～５週】 
　　　テーマ：十大弟子像、伝法祖師群像など 
３．唐宋時代の羅漢図とその仏教美術史上の意義【５～６週】 
　　　テーマ：十六羅漢図・五百羅漢図など 
４．まとめと総括【１～２週】
※フィードバック方法は授業中に説明します。

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点及び達成度]
　期末のレポートにより評価する。レポートについては到達目標の達成度に基づき評価する。独自
の工夫が見られるものについては、高い点を与える。

 [教科書]
使用しない

美学美術史学(特殊講義)(2)へ続く↓↓↓
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 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する
必要な資料を配付する。

 [授業外学習（予習・復習）等]
　仏教美術鑑賞の基礎知識を得ておくことが望ましい。授業の前後を問わず、美術全集や各種図録
を通して、また博物館や社寺において、作品に親しむ機会を積極的に作ってほしい。 

（その他（オフィスアワー等））
特になし。

※オフィスアワーの詳細については、KULASISで確認してください。


